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『
太
平
広
記
』
を
読
む

―

虎
に
食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
る
話―

二
〇
〇
八
年
冬
学
期
の
学
部
演
習
で
は
、『
太
平
広
記
』
の
化
虎
譚
を
読
ん
だ
。
人
間
が
虎
に
変
身
す
る
話
の
中
で
は
、
中
島
敦
「
山
月

記
」
の
原
作
で
あ
る
「
李
徴
」（『
太
平
広
記
』
巻
四
二
七
出
『
宣
室
志
』）
の
よ
う
に
、
虎
と
化
し
た
人
間
を
主
人
公
に
、
そ
の
苦
悩
や
心

理
の
変
化
を
描
い
た
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
は
そ
の
逆
に
、
虎
に
食
わ
れ
そ
う
に
な
る
人
間
を
主
人
公
と
し
た
物
語

が
あ
る
。
虎
と
い
っ
て
も
、
も
と
も
と
は
人
間
が
化
け
た
も
の
な
の
で
、
食
わ
れ
る
側
の
人
間
と
の
間
に
様
々
な
や
り
取
り
が
生
じ
、
概
ね

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
味
わ
い
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
タ
イ
プ
の
話
三
篇
を
、『
太
平
広
記
』
の
記
す
出
展
の
成
立
順
に
従
い
訳

出
し
た
。

底
本
は
、
談
愷
本
を
元
に
他
本
に
よ
り
校
訂
を
加
え
た
汪
紹
楹
校
本
（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
改
訂
版
の
二
〇
〇
六
年
印
本
に
よ
っ
た
）

を
用
い
た
が
、
こ
の
本
に
は
つ
と
に
校
訂
上
の
不
備
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
次
の
諸
本
で
校
勘
を
行
っ
た
。

許
自
昌
本
（
東
京
大
学
漢
籍
コ
ー
ナ
ー
蔵
本
）、
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
黄
晟
巾
箱
本
（
東
京
大
学
漢
籍
コ
ー
ナ
ー
所
蔵
の
重
刊
本
（
封

面
に
嘉
慶
元
年
重
鐫
、
賦
梅
堂
蔵
板
と
あ
る
））、
上
海
進
歩
書
局
石
印
本
（
広
陵
古
籍
刻
印
社
影
印
本
、
一
九
九
五
年
）、
清
孫
潜
校
宋
本

（
厳
一
萍
『
太
平
広
記
校
勘
記
』、
芸
文
印
書
館
影
印
『
大
平
広
記
』
附
録
、
一
九
七
〇
年
）。

な
お
張
国
風
『《
太
平
広
記
》
版
本
考
述
』、（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）
は
、
汪
紹
楹
校
本
が
、
清
陳
鱣
校
宋
本
な
ど
と
の
校
勘
が
不

充
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
陳
校
本
と
の
主
要
な
異
文
を
挙
げ
て
い
る
。
校
勘
に
あ
た
っ
て
は
こ
れ
を
参
照
し
た
。

底
本
は
句
読
点
を
全
て
「
。」
と
す
る
が
、
適
宜
「
、」
と
「
。」
に
分
け
、
カ
ギ
カ
ッ
コ
を
付
し
た
。



�

授
業
に
参
加
し
た
の
は
、
博
士
課
程
：
上
原
究
一
、
鈴
木
弥
生
、
修
士
課
程
：
林
卓
頴
、
明
田
川
聡
士
、
加
藤
健
太
郎
、
学
部
生
：
鈴
木

政
光
、
武
井
遥
香
、
杉
山
裕
梨
、
杉
浦
恵
、
石
塚
政
行
（
言
語
学
科
）
の
諸
君
で
あ
る
（
所
属
は
二
〇
〇
八
年
度
の
も
の
）。
次
の
三
編
を

読
解
す
る
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
が
、
四
名
が
代
表
し
て
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
。（
戸
倉
英
美

記
）

『
太
平
広
記
』
巻
四
二
七
「
稽
胡
」

 

担
当
：　

上　

原　

究　

一　

︻
原
文
︼

慈
州
稽
胡
者
以
弋
獵
爲
業
。
唐
開
元
末
、
逐
鹿
深
山
。
鹿
急
走
投
一
室
。
室
中
有
道
士
、
朱
衣
凭
案
而
坐
。
見
胡
驚
愕
（
�
）、
問
其
來

由
。
胡
具
言
姓
名
（
�
）、
云
、「
適
逐
一
鹿
、
不
覺
深
入
。
辭
謝
衝
突
。」
道
士
謂
胡
曰
、「
我
是
虎
王
。
天
帝
令
（
�
）
我
主
施
諸
虎
之
食
。

一
切
獸
各
有
對
、
無
枉
也
。
適
聞
汝
稱
姓
名
、
合
爲
吾
食
。」
案
頭
有
朱
筆
及
盃
兼
簿
籍
。
因
開
簿
以
示
胡
。
胡
戰
懼
良
久
、
固
求
釋
放
。

道
士
云
、「
吾
（
�
）
不
惜
放
汝
、
天
命
如
此
。
爲
之
奈
何
。
若
放
汝
、
便
失
我
一
食
、
汝
既
相
遇
、
必
爲
取
免
（
�
）。」
久
之
乃
云
、「
明

日
可
作
草
人
（
�
）、
以
己
衣
服
之
（
�
）。
及
猪
血
三
斗
（
�
）、
絹
一
匹
、
持
與
倶
來
。
或
當
得
免
。」
胡
遅
回
未
去
、
見
群
虎
來
朝
。
道

士
處
分
所
食
、
遂
各
散
去
。
胡
尋
再
拜
而
還
。
翌
日
、
乃
持
物
以
詣
。
道
士
笑
曰
、「
爾
能
有
信
、
故
爲
佳
士
（
�
）。」
因
令
胡
立
草
人
庭

中
（
�0
）、
置
猪
血
於
其
側
。
然
後
令
胡
上
樹
、
以
下
望
之
高
十
餘
丈
、
云
、
止
此
得
矣
。
可
以
絹
縛
身
着
樹
。
不
爾
、
恐
有
損
落
。」
尋
還

房
中
、
變
作
一
虎
。
出
庭
仰
視
胡
、
大
噑
吼
數
四
、
向
樹
跳
躍
。
知
胡
不
可
得
、
乃
攫
草
人
、
擲
高
數
丈
、
往
食
豬
血
盡
。
入
房
復
爲
道
士
、

〔
一
〕

〔
一
〕

〔
二
〕

〔
二
〕

〔
三
〕

〔
三
〕

〔
四
〕

〔
四
〕

〔
五
〕

〔
五
〕



� 『太平広記』を読む

謂
胡
曰
、「
可
速
下
來
。」
胡
下
再
拜
。
便
以
朱
筆
勾
胡
名
。
於
是
免
難
。
出
廣
異
記

︻
校
勘
︼

（
�
） 
驚
愕　

許
自
昌
本
は
「
愕
驚
」
に
作
る
。

（
�
） 

胡
具
言
姓
名　

許
自
昌
本
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
、
黄
晟
巾
箱
本
、
上
海
進
歩
書
局
石
印
本
は
い
ず
れ
も
「
胡
遂
具
言
姓
名
」
に

作
る
。

（
�
） 

我
是
虎
王
。
天
帝
令　

孫
潜
校
本
を
利
用
し
た
厳
一
萍
『
太
平
広
記
校
勘
記
』（
芸
文
印
書
館
影
印
『
大
平
広
記
』
附
録
、

一
九
七
〇
年
）
に
よ
る
と
、「
我
是
虎
王
也
。
天
帝
有
命
令
」
と
す
る
校
訂
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
。
孫
潜
の
朱
校
が
入
っ
た
談
愷

本
は
完
本
で
は
な
く
、
一
部
の
巻
は
誰
が
何
を
も
と
に
行
っ
た
の
か
は
不
明
な
朱
校
の
施
さ
れ
た
紙
質
の
異
な
る
別
の
談
愷
本
で

補
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
補
わ
れ
た
箇
所
の
一
つ
が
巻
四
二
四
か
ら
巻
四
三
六
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
『
校
勘
記
』
の
引
く
形
に
作
る

本
が
何
で
あ
っ
た
の
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
不
能
な
の
だ
が
、
孫
潜
が
基
づ
い
た
も
の
と
同
じ
で
は
な
い
ら
し
い
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
厳
一
萍
前
掲
書
解
説
、
佐
野
誠
子
「
台
湾
大
学
藏
孫
潜
校
本
『
太
平
広
記
』
に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
中
国
語
中

国
文
学
研
究
室
紀
要
』
第
�
号
、
二
〇
〇
二
）
な
ど
を
参
照
。
張
国
風
『《
太
平
広
記
》
版
本
考
述
』
に
附
さ
れ
た
「
孫
校
本
異
文

選
粋
」
は
こ
の
箇
所
を
挙
げ
て
い
な
い
。

（
�
）
吾　

許
自
昌
本
は
「
我
」
に
作
る
。

（
�
）
必
爲
取
免　

孫
校
本
は
「
百
方
取
免
」
に
作
る
と
い
う
。

（
�
）
草
人　

孫
校
本
は
「
草
木
人
」
に
作
る
と
い
う
。

（
�
）
以
己
衣
服
之　

許
自
昌
本
は
「
之
」
字
を
欠
く
。

（
�
）
猪
血
三
斗　

文
淵
閣
四
庫
全
書
本
は
「
猪
血
三
升
」
に
作
る
。

〔
六
〕

〔
六
〕

〔
七
〕

〔
七
〕



�

（
�
）
故
爲
佳
士　

許
自
昌
本
は
「
故
爲
隹
士
」
に
作
る
が
、
字
形
に
よ
る
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
�0
） 

因
令
胡
立
草
人
庭
中　
「
立
」
は
談
本
に
見
え
ず
、
中
華
書
局
本
は
「
明
鈔
本
（
野
竹
斎
鈔
本
を
指
す
）」
に
よ
り
補
っ
た
と
す
る
。

李
時
人
編
校
・
何
満
子
審
定
『
全
唐
五
代
小
説
』（
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
）
も
野
竹
斎
鈔
本
に
よ
り
「
立
」
を
補
っ
て
い

る
。
ま
た
、
厳
一
萍
『
校
勘
記
』
が
引
く
孫
校
本
、
及
び
上
海
進
歩
書
局
石
印
本
に
も
「
立
」
は
あ
る
。
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
と

黄
晟
本
は
共
に
「
因
令
置
草
人
庭
中
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
も
一
つ
の
解
決
策
だ
が
、
い
ず
れ
も
清
代
の
も
の
な
の
で
、
明
鈔
本

に
よ
る
こ
ち
ら
に
従
っ
て
お
く
。
な
お
、
許
自
昌
本
は
「
因
令
胡
草
入
庭
中
」
に
作
る
が
、「
入
」
は
明
ら
か
に
字
形
の
類
似
に
よ

り
「
人
」
を
誤
っ
た
も
の
。

︻
書
き
下
し
︼

慈
州
の
稽
胡
は
弋
獵
を
以
て
業
と
爲
す
。
唐
の
開
元
の
末
、
鹿
を
深
山
に
逐
ふ
。
鹿 

急
ぎ
走
り
て
一
室
に
投
ず
。
室
中
道
士
有
り
、
朱

衣
に
し
て
案
に
凭
り
て
坐
す
。
胡
を
見
て
驚
愕
し
、
其
の
來
由
を
問
ふ
。
胡 

具
に
姓
名
を
言
ひ
て
云
ふ
、「
適た

ま
た
まゝ

一
鹿
を
逐
ひ
て
、
覺
え
ず

し
て
深
入
す
。
衝
突
せ
る
を
辭
謝
す
」
と
。
道
士 
胡
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
我
は
是
れ
虎
の
王
。
天
帝 

我
を
し
て
諸
虎
の
食
を
施
す
を
主

つ
か
さ
どら

し
む
。
一
切 

獸
は
各お

の
お
のゝ

對
有
り
て
、
枉
げ
る
こ
と
無
き
な
り
。
適
ゝ
汝
の
姓
名
を
稱
ふ
る
を
聞
く
に
、
合
に
吾
に
食
ら
は
る
べ
し
」
と
。

案
頭
に
朱
筆
及
び
盃 

兼
ね
て
簿
籍
有
り
。
因
り
て
簿
を
開
き
て
以
て
胡
に
示
す
。
胡 

戰
懼
す
る
こ
と
良や

や

久
し
く
し
て
、
固
く
釋
放
を
求
む
。

道
士
云
ふ
、「
吾 

汝
を
放
つ
を
惜
し
ま
ざ
る
も
、
天
命
此
の
如
し
。
之
を
奈い

か
ん何

爲せ

ん
。
若
し
汝
を
放
た
ば
、
便
ち
我
が
一
食
を
失
ふ
も
、
汝

既
に
相
遇
は
ば
、
必
ず
爲
に
免
る
る
を
取
ら
ん
」
と
。
之
を
久
し
く
し
て
乃
ち
云
ふ
、「
明
日
草
人
を
作
り
、
己
が
衣
を
以
て
之
を
服
す
べ

し
。
及
び
猪
血
三
斗
、
絹
一
匹
、
與
に
倶
に
持
ち
來
た
れ
。
或
い
は
當
に
免
る
る
を
得
べ
し
」
と
。
胡 

遅
回
し
て
未
だ
去
ら
ざ
る
に
、
群

虎
の
來
朝
す
る
を
見
る
。
道
士 

食
ら
ふ
所
を
處
分
し
、
遂
に
各
ゝ
散
去
す
。
胡 
尋つ

い
で
再
拜
し
て
還
る
。
翌
日
、
乃
ち
物
を
持
ち
て
以
て

詣い
た

る
。
道
士
笑
ひ
て
曰
く
、「
爾

な
ん
ぢ 

能
く
信
有
り
、
故
に
佳
士
と
爲
さ
ん
」
と
。
因
り
て
胡
を
し
て
草
人
を
庭
中
に
立
て
、
猪
血
を
其
の
側
に

〔
一
〕

〔
一
〕

〔
二
〕

〔
二
〕



� 『太平広記』を読む

置
か
し
む
。
然
る
後
に
胡
を
し
て
樹
に
上
ら
し
め
、
下
望
す
る
こ
と
の
高
さ
十
餘
丈
な
る
を
以
て
し
、
云
ふ
、「
此
に
止
ま
れ
ば
得
。
絹
を

以
て
身
を
縛
り
て
樹
に
着
く
べ
し
。
爾し

か

ら
ず
ん
ば
、
恐
ら
く
は
損
ひ
て
落
つ
る
こ
と
有
ら
ん
」
と
。
尋
い
で
房
中
に
還
り
、
變
じ
て
一
虎
と

作な

る
。
庭
に
出
で
て
胡
を
仰
視
し
、
大
い
に
噑
吼
す
る
こ
と
數さ

く
し四

、
樹
に
向
か
ひ
て
跳
躍
す
。
胡
の
得
べ
か
ら
ざ
る
を
知
る
や
、
乃
ち
草
人

を
攫
ひ
、
擲は

ね
る
こ
と
高
さ
數
丈
、
往
き
て
豬
血
を
食
ら
ひ
盡
く
す
。
房
に
入
り
て
復
た
道
士
と
爲
り
、
胡
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
速
や
か
に

下
り
來
る
べ
し
」
と
。
胡 

下
り
て
再
拜
す
。
便
ち
朱
筆
を
以
て
胡
の
名
を
勾
す
。
是
に
於
い
て
難
を
免
る
。　

廣
異
記
に
出
づ

︻
現
代
語
訳
︼

慈
州
の
稽
胡
と
い
う
者
は
、
い
ぐ
る
み
で
狩
り
を
す
る
こ
と
を
生
業
と
し
て
い
た
。
唐
の
開
元
年
間
（
七
一
三
～
七
四
一
）
の
末
、
山
奥

に
鹿
を
追
っ
て
い
た
。
鹿
は
急
い
で
逃
げ
、
と
あ
る
家
屋
に
飛
び
込
ん
だ
。
家
の
中
に
は
道
士
が
お
り
、
朱
色
の
衣
を
ま
と
い
、
つ
く
え
に

も
た
れ
て
座
っ
て
い
た
。
胡
を
見
る
と
大
い
に
驚
き
、
こ
と
の
い
き
さ
つ
を
尋
ね
た
。
胡
は
詳
し
く
姓
名
を
告
げ
て
言
っ
た
。「
た
ま
た
ま

一
匹
の
鹿
を
追
い
か
け
て
い
る
う
ち
、
い
つ
の
間
に
や
ら
山
奥
ま
で
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
騒
が
せ
し
た
こ
と
は
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。」

道
士
は
胡
に
言
っ
た
。「
わ
し
は
虎
の
王
な
る
ぞ
。
天
帝
は
わ
し
に
虎
た
ち
に
食
事
を
与
え
る
こ
と
を
取
り
仕
切
ら
せ
て
お
る
。
そ
も
そ
も

獣
と
い
う
も
の
は
み
な
獲
物
と
す
る
相
手
が
決
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
曲
げ
る
こ
と
は
な
い
も
の
な
の
じ
ゃ
。
た
ま
た
ま
お
主
が
姓
名
を
名

乗
る
の
を
聞
い
た
が
、
わ
し
に
食
わ
れ
る
定
め
と
な
っ
て
お
る
。」
つ
く
え
の
上
に
は
朱
筆
と
盃
、
更
に
簿
籍
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
簿
籍
を

開
い
て
胡
に
見
せ
た
。
胡
は
し
ば
ら
く
の
間
恐
れ
お
の
の
い
て
い
た
が
、
そ
れ
か
ら
助
け
て
く
れ
る
よ
う
強
く
頼
ん
だ
。
道
士
は
言
っ
た
。

「
わ
し
は
お
主
を
助
け
て
や
る
の
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
の
だ
が
、
天
命
が
こ
う
な
っ
て
お
る
か
ら
の
う
。
こ
の
状
況
を
一
体
ど
う
し
た
ら

よ
い
も
の
か
。
も
し
お
主
を
助
け
て
や
れ
ば
、
そ
れ
は
わ
し
の
一
食
を
失
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
お
主
と
既
に
顔
を
合
わ
せ
て
し
ま
っ

た
か
ら
に
は
、
ど
う
に
か
お
主
の
た
め
に
助
か
る
術
を
考
え
て
や
る
と
し
よ
う
。」
し
ば
ら
く
し
て
道
士
は
や
っ
と
言
っ
た
。「
明
日
、
草
人

形
を
作
り
、
自
分
の
衣
を
着
せ
る
が
よ
い
。
そ
れ
か
ら
、
ブ
タ
の
血
を
三
斗
と
絹
を
一
匹
、
草
人
形
と
一
緒
に
持
っ
て
来
る
の
だ
。
も
し
か

〔
三
〕

〔
三
〕

〔
四
〕

〔
四
〕

〔
五
〕

〔
五
〕

〔
六
〕

〔
六
〕

〔
七
〕

〔
七
〕
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す
る
と
助
か
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
ん
。」
胡
が
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
帰
ら
ず
に
い
る
と
、
多
く
の
虎
が
来
朝
す
る
の
を
見
た
。
道
士
が
虎

た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
の
食
べ
る
も
の
を
申
し
渡
し
て
や
る
と
、
虎
た
ち
は
散
り
散
り
に
帰
っ
て
行
っ
た
。
胡
は
そ
こ
で
再
拝
し
て
帰
っ
た
。
翌

日
、（
言
わ
れ
た
通
り
の
）
物
を
持
っ
て
道
士
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
来
た
。
道
士
は
笑
っ
て
い
っ
た
。「
お
主
は
誠
実
な
や
つ
じ
ゃ
、
そ
れ
ゆ

え
立
派
な
人
物
と
み
な
そ
う
。」
そ
こ
で
胡
に
草
人
形
を
庭
に
立
て
さ
せ
、
そ
の
隣
に
ブ
タ
の
血
を
置
か
せ
た
。
そ
れ
か
ら
胡
を
木
に
登
ら

せ
、
胡
が
下
を
見
下
ろ
す
こ
と
十
数
丈
の
高
さ
に
至
る
と
言
っ
た
。「
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
お
れ
ば
上
手
く
行
く
。
絹
で
体
を
木
に
縛
り
付

け
る
の
じ
ゃ
。
さ
も
な
い
と
び
っ
く
り
し
て
落
っ
こ
ち
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ん
か
ら
の
う
。」
そ
し
て
部
屋
に
戻
り
、
化
け
て
一
匹
の
虎
と

な
っ
た
。
庭
に
出
る
と
胡
を
仰
ぎ
見
て
、
何
度
も
大
声
で
吼
え
た
て
、
木
に
向
か
っ
て
飛
び
か
か
っ
た
。
胡
に
届
か
な
い
と
悟
る
と
、
今
度

は
草
人
形
を
か
っ
さ
ら
い
、
数
丈
の
高
さ
ま
で
お
ど
り
あ
が
っ
て
、
ブ
タ
の
血
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
食
べ
尽
く
し
た
。
部
屋
に
入
っ
て
道
士

に
戻
り
、
胡
に
告
げ
て
言
っ
た
。「
早
く
降
り
て
参
れ
。」
胡
は
降
り
て
き
て
再
拝
し
た
。（
道
士
は
）
す
ぐ
さ
ま
朱
筆
で
（
簿
籍
の
）
胡
の

名
前
に
食
べ
終
え
た
印
を
付
け
た
。（
胡
は
）
こ
う
し
て
難
を
免
れ
た
。　

出
典
は
『
広
異
記
』

注〔
一
〕　

爲
之
奈
何　
「
之
」
が
指
す
対
象
は
「
天
命
如
此
」
と
考
え
、「
天
命
は
す
で
に
決
っ
て
い
る
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
解
釈
し
た
。

〔
二
〕　

失
我
一
食　
『
太
平
広
記
』
巻
四
二
六
に
収
め
ら
れ
る
類
話
「
峡
口
道
士
」（
出
典
は
『
解
頥
録
』）
で
は
、
虎
と
な
る
道
士
は
上
帝
に
罪
を
得
た
た

め
に
一
千
人
の
人
を
食
べ
る
こ
と
を
定
め
ら
れ
て
い
る
（
原
文
「
吾
有
罪
于
上
帝
、
被
謫
在
此
爲
虎
。
合
食
一
千
人
」）。「
峡
口
道
士
」
と
「
稽
胡
」

に
は
多
く
の
類
似
点
が
あ
り
、
人
食
い
虎
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
当
時
の
小
説
に
お
け
る
一
般
的
な
概
念
、
な
い
し
約
束
事
の
類

を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
の
「
失
我
一
食
」
と
い
う
の
も
、
単
に
一
度
の
食
事
を
逃
す
と
い
う
程
度
の
意
味
で

は
な
く
、
道
士
の
運
命
を
左
右
す
る
よ
う
な
重
み
の
あ
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

〔
三
〕　

然
後
令
胡
上
樹
、
以
下
望
之
高
十
餘
丈
。
云
、
…
…　
「
然
る
後
に
胡
を
し
て
樹
に
上
ら
し
め
、
下
を
以
て
之
を
望
み
、
高
さ
十
餘
丈
に
し
て
云

ふ
、
…
…
」
と
訓
読
し
て
「
そ
れ
か
ら
胡
を
木
に
登
ら
せ
、
下
か
ら
彼
を
見
上
げ
て
、
十
数
丈
の
高
さ
に
達
す
る
と
言
っ
た
」
と
訳
す
こ
と
も
出
来
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そ
う
だ
。
こ
う
解
釈
す
る
と
、
少
し
前
の
「
道
士
笑
曰
」
以
降
は
最
後
の
「
胡
下
再
拝
」
と
「
於
是
免
難
」
を
除
け
ば
全
て
の
動
詞
の
動
作
主
が
道

士
と
な
っ
て
、
虎
に
変
じ
た
前
後
の
道
士
の
行
動
を
描
く
一
連
の
自
然
な
流
れ
の
文
章
と
し
て
読
め
る
。
一
方
、
道
士
が
虎
に
変
じ
て
か
ら
は
胡
の

視
点
か
ら
そ
の
様
子
を
描
写
す
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、「
下
望
」
は
こ
こ
で
胡
の
視
点
を
示
す
た
め
の
表
現
と
見
て
本
文
の
よ
う
に
解
釈

す
る
の
も
有
力
で
あ
る
。
今
は
底
本
の
句
読
に
従
っ
て
お
く
。
な
お
、
上
海
進
歩
書
局
石
印
本
は
「
然
後
令
胡
上
樹
。
以
下
望
之
。
高
十
餘
丈
。
云

…
…
」
と
点
を
切
る
の
で
、
本
注
で
示
し
た
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
前
掲
『
全
唐
五
代
小
説
』
も
「
然
後
令
胡
上
樹
、

以
下
望
之
、
高
十
餘
丈
、
云
…
…
」
と
句
読
を
切
っ
て
い
る
。
対
し
て
、
本
文
と
同
じ
句
読
を
採
る
も
の
に
は
王
汝
涛
『
全
唐
小
説
』（
山
東
文
芸
出

版
社
、
一
九
九
三
）
が
あ
る
。

〔
四
〕　

擲
高
數
丈　
「
擲

な
げ
うつ

こ
と
高
さ
數
丈
」
と
訓
じ
て
「
草
人
形
を
数
丈
の
高
さ
ま
で
投
げ
上
げ
た
」
と
訳
す
こ
と
も
出
来
そ
う
だ
が
、
続
い
て
訳
注
を

掲
げ
る
『
太
平
広
記
』
巻
四
三
三
所
収
の
類
話
「
柳
并
」（
出
典
は
『
原
化
記
』）
で
は
、
虎
と
化
し
た
胡
僧
が
食
べ
る
べ
き
人
間
の
代
わ
り
と
し
て

そ
の
衣
服
を
食
べ
る
場
面
で
跳
躍
し
て
い
る
の
で
（
原
文
「
虎
得
衣
跳
躍
、
擘
撦
而
呑
之
」）、
こ
こ
も
同
様
の
描
写
で
あ
る
と
解
釈
し
た
。

〔
五
〕　

往
食
豬
血
盡　

訳
文
に
掲
げ
た
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
訓
読
に
は
確
た
る
根
拠
な
し
。「
動
詞
＋
目
的
語
＋
結
果
補
語
」
と
い
う
構
文
だ
ろ
う

か
？　

口
語
的
な
表
現
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

〔
六
〕　

以
朱
筆
勾
胡
名　

名
簿
を
「
勾
」
す
る
と
い
う
動
詞
は
、
動
作
と
し
て
は
「
レ
点
を
付
け
る
」
場
合
と
「
上
か
ら
線
を
引
く
」
場
合
と
が
、
意
味

す
る
と
こ
ろ
も
「
リ
ス
ト
に
目
印
を
付
け
る
」
場
合
と
「
リ
ス
ト
か
ら
削
除
す
る
」
場
合
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
胡
を
食
べ
る
べ
き
リ
ス
ト
か
ら

削
除
し
た
（
初
め
か
ら
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
し
た
）
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
草
人
形
を
身
代
わ
り
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
名
目

上
食
べ
た
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、「
印
を
付
け
る
」
の
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
朱
筆
で
上
か
ら
線
を
引
い
て
も
墨
で
書
か
れ
た
胡
の
名
は

見
え
な
く
は
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
で
も
食
べ
た
印
と
し
て
機
能
し
得
る
。
そ
の
た
め
、
動
作
と
し
て
は
レ
点
を
付
す
の
で
は
な
く
上
か
ら
直
線
を

引
い
た
可
能
性
も
残
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
訳
し
て
お
い
た
。

〔
七
〕　

中
唐
初
期
の
文
言
小
説
集
。
至
徳
二
年
の
進
士
、
戴
孚
の
撰
。
二
十
巻
か
ら
な
っ
た
と
い
う
原
書
は
北
宋
ま
で
に
散
逸
し
、
抄
本
の
形
で
現
存
す

る
六
巻
本
数
種
及
び
二
十
巻
本
な
ど
は
い
ず
れ
も
明
代
以
降
に
『
太
平
広
記
』
な
ど
の
諸
本
か
ら
三
〇
〇
条
あ
ま
り
を
集
め
た
も
の
。
詳
し
く
は
杜

徳
橋
「
広
異
記
初
探
」（『
新
亜
学
報
』
十
五
号
、
一
九
八
五
）、
溝
部
良
恵
「
北
京
図
書
館
所
蔵
『
広
異
記
』
抄
本
に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
中
国
語

中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
第
�
号
、
一
九
九
八
）
な
ど
を
参
照
。
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『
太
平
広
記
』
巻
四
三
三
「
柳
并
」

 

担
当
：　

鈴　

木　

弥　

生　

︻
原
文
︼

河
東
柳
并
爲
監
察
御
史
。
入
嶺
推
覆
、
將
一
書
吏
隨
行
、
常
所
委
任
。
至
嶺
下
宿
孤
舘
中
、
從
吏
皆
在
廳
內
席
地
而
寢
。
時
半
夜
、
月
初

上
。
衆
皆
臥
、
并
獨
覺
。
忽
見
一
小
鬼
長
尺
餘
、
狀
若
獼
猴
、
手
持
一
紙
幡
子
步
上
階
、
以
幡
揷
書
吏
頭
邊
而
去
。
并
乃
潜
起
、
拔
去
之
、

復
臥
伺
焉
。
少
頃
、
一
虎
入
來
遍
嗅
諸
人
而
去
。
須
臾
、
小
鬼
又
來
、
別
以
幡
子
揷
之
。
復
又
拔
去
之
。
少
頃
、
虎
又
來
遍
嗅
而
去
。
如
此

者
三
度
、
而
天
向
明
、
乃
至
旦
。
召
吏
言
其
事
、「
旦
日
汝
當
難
免
。
自
須
爲
計
。
不
可
隨
我
。」
并
有
劎
、
取
與
之
、
乃
令
逃
難
。
此
吏
素

强
勇
、
携
劍
入
山
、
尋
逐
虎
穴
。
行
二
十
里
至
一
茅
菴
。
入
其
中
、
不
見
有
人
、
惟
見
席
上
案
硯
朱
筆
。
有
一
卷
文
書
皆
是
人
名
。
或
有
勾

者
、
有
未
勾
者
。
己
名
在
焉
（
�
）。
屋
上
見
一
領
虎
皮
。
吏
懷
其
書
、
并
取
皮
、
杖
劎
而
去
（
�
）。
行
未
數
里
、
見
一
胡
僧
從
後
來
趁
。

呼
之
曰
、「
且
住
。
君
不
如
告
某
爲
計
。
即
可
免
矣
（
�
）。」
吏
即
止
、
與
之
言
。
見
其
人
狀
異
、
不
敢
殺
之
。
僧
曰
、「
吾
非
彊
害
君
者

（
�
）。
是
天
配
合
食
之
。
豈
不
見
適
來
文
簿
。
昨
日
已
愆
數
期
。
今
彊
脫
、
終
恐
無
益
。
不
如
以
小
術
厭
之
（
�
）。」
吏
問
其
術
。
僧
令
登

一
樹
以
帶
自
縛
、
用
劎
自
刺
少
血
塗
一
單
衣
投
之
。「
我
以
衣
爲
禳
之
耳
。」
吏
如
言
登
樹
、
投
皮
與
僧
衣
之
、
便
作
虎
狀
、
哮
吼
怒
目
、
光

如
電
掣
。
吏
懼
、
將
欲
墮
者
數
過
。
卽
取
單
衣
、
刺
血
塗
之
、
投
於
地
。
虎
得
衣
跳
躍
、
擘
撦
而
吞
之
（
�
）。
良
久
、
復
爲
人
形
、
曰
、

「
子
免
矣
。」
乃
遣
去
。
竟
無
患
焉
。　

出
原
化
記

︻
校
勘
︼

〔
一
〕

〔
一
〕
〔
二
〕

〔
二
〕

〔
三
〕

〔
三
〕

〔
四
〕

〔
四
〕

〔
五
〕

〔
五
〕

〔
六
〕

〔
六
〕

〔
七
〕

〔
七
〕

〔
八
〕

〔
八
〕

〔
九
〕

〔
九
〕

〔
十
〕

〔
十
〕

〔
十
一
〕

〔
十
一
〕
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（
�
）
己
名
在
焉　

黄
晟
本
・
許
自
昌
本
と
も
「
焉
」
を
「
冩
」
に
つ
く
る
。

（
�
）
杖
劎
而
去　

黄
晟
本
・
上
海
進
歩
書
局
石
印
本
と
も
「
杖
」
を
「
仗
」
に
つ
く
る
。

（
�
）
即
可
免
矣　

許
自
昌
本
は
「
卽
」
を
「
郎
」
に
つ
く
る
。

（
�
）
吾
非
彊
害
君
者　

許
自
昌
本
は
「
彊
」
を
「
强
」
に
つ
く
る
。

（
�
）
不
如
以
小
術
厭
之　

許
自
昌
本
は
「
如
」
を
「
知
」
に
つ
く
る
。

（
�
）
擘
撦
而
吞
之　

黄
晟
本
は
「
撦
」
の
手
偏
を
土
偏
に
つ
く
る
。

︻
書
き
下
し
︼

河
東
の
柳
并
は
監
察
御
史
た
り
。
嶺
に
入
り
て
推
覆
す
る
に
、
一
書
吏
を
将ひ

き

い
て
隨
行
せ
し
め
、
常
に
委
任
す
る
所
と
す
。
嶺
下
に
至
り

て
孤
舘
中
に
宿
り
、
從
吏
皆
な
廳
內
に
在
り
て
地
に
席
し
て
寢
ぬ
。
時 

半
夜
に
し
て 

月 

初
め
て
上
る
。
衆 

皆
な
臥
す
も
、
并 

獨
り
覺
め

た
り
。
忽
ち
見
る 

一
小
鬼
の
長
さ
尺
餘
に
し
て
、
狀

か
た
ち 

獼び

猴こ
う

の
若
き
が
、
手
に
一
紙し

幡は
ん

子し

を
持
ち
、
步
み
て
階

き
ざ
は
しを

上
り
、
幡
を
以
て
書
吏

の
頭
邊
に
揷
し
て
去
る
を
。
并 

乃
ち
潜
か
に
起
ち
、
之
を
拔
き
去
り
、
復
た
臥
し
て
焉
を
伺
ふ
。
少
頃
、
一
虎 

入
り
來
た
り
て
遍
く
諸
人

を
嗅
ぎ
て
去
る
。
須し

ゅ

臾ゆ

に
し
て
、
小
鬼 

又
た
來
た
り
て
、
別
に
幡
子
を
以
て
之
に
揷
す
。
復
た
又
た
之
を
拔
き
去
る
。
少
頃
に
し
て
、
虎 

又
た
來
た
り
て
遍
く
嗅
ぎ
て
去
る
。
此か

く

の
如
き
者こ

と

三
度
、
而
し
て
天 

明
る
き
に
向
か
い
、
乃
ち
旦
に
至
る
。
吏
を
召
し
て
其
の
事
を
言
ふ
、

「
旦
日 

汝 

當
に
免
れ
難
か
る
べ
し
。
自
ら
須
く
計
を
爲
す
べ
し
。
我
に
隨
ふ
可
か
ら
ず
」
と
。
并
に
劎
有
り
、
取
り
て
之
に
與
へ
、
乃
ち

難
わ
ざ
わひ

を
逃
が
れ
し
む
。
此
の
吏 

素
よ
り
强
勇
な
れ
ば
、
劍
を
携
へ
て
山
に
入
り
、
虎
穴
を
尋
ね
逐
ふ
。
行
く
こ
と
二
十
里
、
一
茅
菴
に
至

る
。
其
の
中
に
入
る
に
、
人
有
る
を
見
ず
、
惟
だ
席
上
に
案
硯
朱
筆
を
見
る
の
み
。
一
卷
の
文
書
有
り
て
皆
な
是
れ
人
名
な
り
。
或
い
は
勾

す
る
者も

の

有
り
、
未
だ
勾
せ
ざ
る
者も

の

有
り
。
己
が
名
も
焉
に
在
り
。
屋
上
に
一
領
の
虎
皮
を
見
る
。
吏 

其
の
書
を
懷
に
し
、
并
せ
て
皮
を
取

り
、
劎
を
杖と

り
て
去
る
。
行
く
こ
と
未
だ
數
里
な
ら
ず
し
て
、
一
胡
僧
の
後
ろ
よ
り
來
た
り
趁お

ふ
を
見
る
。
之
を
呼
び
て
曰
く
、「
且し

ば
らく

住と
ど
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ま
れ
。
君 

某
そ
れ
が
しに

告
げ
て
計
を
爲
す
に
如
か
ず
。
即
ち
免
る
る
可
し
」
と
。
吏 

即
ち
止
ま
り
て
、
之
と
言
ふ
。
其
の
人
の
狀
の
異
な
る
を

見
、
敢
え
て
之
を
殺
さ
ず
。
僧
曰
く
、「
吾 

彊
ひ
て
君
を
害そ

こ

な
ふ
者も

の

に
非
ず
、
是
れ
天 

配
し
て
合ま

さ

に
之
を
食
ら
は
し
む
べ
し
。
豈
に
適
來
の

文
簿
を
見
ざ
ら
ん
や
。
昨
日
已
に
數
期
を
愆た

が

ふ
。
今 

彊
ひ
て
脫
す
れ
ば
、
終
り
恐
ら
く
は
益
無
し
。
小
術
を
以
て
之
を
厭お

さ

ふ
に
如
か
ず
」

と
。
吏 
其
の
術
を
問
ふ
。
僧 

一
樹
に
登
り
て
帶
を
以
て
自
縛
し
、
劎
を
用
ゐ
て
自
刺
し
、
少
血 

一
單
衣
に
塗
り
之
を
投
ぜ
し
む
。「
我 

衣

を
以
て
之
を
禳は

ら

ふ
を
爲
す
の
み
」
と
。
吏 

言
の
如
く
樹
に
登
り
、
皮
を
投
じ
て
僧
に
與
へ
之
を
衣き

せ
し
む
る
に
、
便
ち
虎
狀
を
作
し
、
哮

吼
し
て
目
を
怒
ら
せ
、
光 
電で

ん

掣せ
い

の
如
し
。
吏 

懼
れ
、
將
に
墮
ち
ん
と
欲
す
る
者こ

と

數
過
た
り
。
卽
ち
單
衣
を
取
り
、
刺
血
し
て
之
に
塗
り
、

地
に
投
ず
。
虎 

衣
を
得
て
跳
躍
し
、
擘は

く

撦し
ゃ

し
て
之
を
呑
む
。
良や

や

久
し
く
し
て
、
復
た
人
形
と
爲
り
て
、
曰
く
、「
子 

免
れ
た
り
」
と
。
乃
ち

去
ら
遣し

む
。
竟
に
患
ひ
無
し
。　

原
化
記
に
出
づ
。

︻
現
代
語
訳
︼

河
東
の
柳
并
は
監
察
御
史
で
あ
る
。
五
嶺
に
入
っ
て
何
度
も
実
地
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
の
時
は
い
つ
も
一
人
の
書
記
官
に
伴
を
さ
せ
、

仕
事
を
任
せ
て
い
た
。
山
の
ふ
も
と
に
た
ど
り
着
い
て
、
ぽ
つ
ん
と
建
っ
て
い
る
宿
に
泊
ま
り
、
下
役
た
ち
は
み
な
広
間
で
床
に
敷
物
を
敷

い
て
寝
た
。
真
夜
中
に
な
っ
て
、
月
が
よ
う
や
く
昇
っ
て
き
た
。
人
々
は
み
ん
な
眠
っ
て
い
た
が
、
柳
并
だ
け
は
目
を
覚
ま
し
て
い
た
。
不

意
に
、
背
丈
が
一
尺
あ
ま
り
、
そ
の
姿
は
獼
猴
の
よ
う
な
小
さ
な
化
け
物
が
、
手
に
一
本
の
紙
で
で
き
た
旗
を
持
ち
、
歩
い
て
階
段
を
上
っ

て
く
る
と
、
そ
の
旗
を
書
記
官
の
枕
も
と
に
挿
し
て
行
く
の
が
目
に
入
っ
た
。
柳
并
は
そ
こ
で
こ
っ
そ
り
起
き
上
が
り
、
旗
を
抜
き
去
り
、

ま
た
寝
床
に
横
に
な
っ
て
様
子
を
見
て
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
一
頭
の
虎
が
入
っ
て
き
て
、
人
々
を
の
こ
る
く
ま
な
く
嗅
ぎ
回
り
、
行
っ

て
し
ま
っ
た
。
ま
も
な
く
小
さ
な
化
け
物
が
ま
た
や
っ
て
来
て
、
あ
ら
た
め
て
旗
を
書
記
官
に
挿
し
た
。
柳
并
は
、
今
度
も
ま
た
そ
れ
を
抜

き
去
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
虎
が
ま
た
や
っ
て
来
て
、
嗅
ぎ
回
っ
て
か
ら
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が
三
度
あ
り
、
よ
う
や
く

空
が
明
る
く
な
っ
て
、
朝
が
来
た
。
柳
并
は
書
記
官
を
召
出
し
、
夜
の
間
の
こ
と
を
話
し
た
。「
明
日
、
お
ぬ
し
は
、
虎
に
食
わ
れ
る
と
い
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う
運
命
か
ら
逃
れ
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
自
分
で
策
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
わ
た
し
に
つ
い
て
来
て
は
な
ら
ぬ
。」
柳
并
は
剣
を
持
っ

て
い
た
が
、
そ
れ
を
取
り
出
し
、
彼
に
与
え
、
そ
う
し
て
災
難
か
ら
逃
れ
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
書
記
官
は
も
と
も
と
勇
敢
だ
っ
た
の
で
、

剣
を
持
っ
て
山
に
入
り
、
虎
の
住
む
穴
を
探
し
求
め
た
。
二
十
里
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
一
軒
の
茅
葺
き
の
庵
に
着
い
た
。
中
に
入
る
と
、
人

の
姿
は
な
く
、
た
だ
敷
物
の
上
に
机
、
硯
、
朱
筆
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
中
に
一
冊
の
書
き
も
の
が
あ
り
、
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
す
べ
て

人
の
名
前
で
あ
る
。
レ
印
が
つ
い
て
い
る
名
前
も
あ
れ
ば
、
ま
だ
つ
い
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
自
分
の
名
前
も
そ
こ
に
あ
っ
た
。
屋
根
の

上
に
一
枚
の
虎
の
皮
が
あ
る
の
が
見
え
た
。
書
記
官
は
書
き
も
の
を
懐
に
入
れ
、
皮
を
も
奪
っ
て
、
剣
を
手
に
し
て
立
ち
去
っ
た
。
ま
だ
数

里
も
行
か
な
い
う
ち
に
、
一
人
の
異
人
の
僧
が
後
か
ら
追
い
か
け
て
く
る
の
が
見
え
た
。
僧
は
呼
び
か
け
て
こ
う
言
っ
た
。「
ち
ょ
っ
と
待

ち
な
さ
い
。
あ
な
た
は
わ
し
に
こ
と
の
次
第
を
告
げ
て
策
を
考
え
た
方
が
よ
い
。
そ
う
す
れ
ば
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。」
そ
こ
で

書
記
官
は
足
を
止
め
、
そ
の
僧
と
話
を
し
た
。
そ
の
人
の
姿
が
普
通
と
違
う
の
を
見
て
、
ど
う
に
も
殺
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
僧
は

言
っ
た
。「
わ
し
は
強
い
て
あ
な
た
を
傷
つ
け
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
天
命
で
あ
っ
て
、
あ
な
た
を
食
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。

先
ほ
ど
の
書
き
も
の
を
見
た
で
あ
ろ
う
。
昨
日
、
も
う
何
回
か
機
会
を
逃
し
て
い
る
。
今
、
無
理
や
り
に
逃
げ
だ
そ
う
と
し
て
も
、
結
局
む

だ
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
、
小
さ
な
術
を
使
っ
て
防
ぐ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。」
書
記
官
は
そ
の
術
が
何
な
の
か
を
尋
ね

た
。
僧
は
、
書
記
官
に
、
一
本
の
木
に
登
っ
て
帯
で
自
分
を
縛
り
つ
け
、
剣
で
自
分
の
身
体
を
刺
し
、
少
量
の
血
を
衣
服
に
塗
っ
て
そ
れ
を

自
分
に
投
げ
る
よ
う
に
と
指
示
し
た
。「
わ
し
は
そ
の
衣
で
災
難
を
払
い
去
る
の
だ
。」（
と
言
っ
た
。）
書
記
官
は
僧
の
言
葉
ど
お
り
木
に
登

り
、
皮
を
僧
に
投
げ
与
え
る
と
、
僧
は
そ
れ
を
ま
と
っ
て
た
ち
ま
ち
虎
の
姿
に
な
り
、
咆
哮
し
て
目
を
怒
ら
せ
、
眼
光
は
稲
妻
の
よ
う
だ
っ

た
。
書
記
官
は
怖
し
さ
の
あ
ま
り
、
あ
や
う
く
何
度
も
地
面
に
落
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
書
記
官
は
、
そ
こ
で
服
を
取
り
出
し
、
自
分
を
刺
し

て
流
れ
た
血
を
そ
れ
に
塗
り
、
地
面
に
投
げ
た
。
虎
は
着
物
に
か
ぶ
り
つ
い
て
跳
躍
し
、
引
き
裂
い
て
そ
れ
を
呑
み
こ
ん
だ
。
し
ば
ら
く
し

て
ま
た
人
の
姿
に
戻
り
、「
あ
な
た
は
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。」
と
言
い
、
書
記
官
を
帰
し
た
。
こ
う
し
て
つ
い
に
災
い
は
な
く
な
っ
た
の

だ
っ
た
。　

出
典
は
『
原
化
記
』
で
あ
る
。
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注〔
一
〕　

嶺　

こ
こ
で
は
、
特
に
南
方
の
五
嶺
（
大
庾
嶺
・
越
城
嶺
・
騎
田
嶺
・
萌
渚
嶺
・
都
龐
嶺
と
さ
れ
る
）
を
指
す
。

〔
二
〕 　

推
覆　

く
り
か
え
し
吟
味
し
て
調
べ
る
。
実
地
調
査
を
す
る
。

〔
三
〕 　

獼
猴　

サ
ル
科
の
哺
乳
類
。
猿
。

〔
四
〕 　

旦
日
汝
當
難
免　
「
旦
日
」
は
「
明
日
」
の
意
味
だ
が
、
こ
れ
は
そ
の
日
、
す
な
わ
ち
「
今
日
」
を
意
味
す
る
は
ず
で
あ
る
。
本
来
昨
日
起
こ
る
は

ず
だ
っ
た
災
難
を
、
昨
日
に
と
っ
て
の
翌
日
、
す
な
わ
ち
今
日
こ
そ
は
免
れ
え
な
い
、
と
い
う
意
か
。

〔
五
〕 　

屋
上
見
一
領
虎
皮　

虎
の
皮
が
屋
根
の
上
に
あ
っ
た
の
な
ら
、
ま
ず
外
観
か
ら
認
識
で
き
そ
う
な
も
の
で
あ
り
、
文
章
の
流
れ
か
ら
見
て
、
こ
こ

は
部
屋
の
中
で
あ
る
と
い
う
方
が
適
当
で
あ
る
。
字
の
誤
り
か
。
黄
晟
本
・
談
愷
本
・
許
自
昌
本
・
上
海
進
歩
書
局
石
印
本
、
ま
た
『
虎
薈
』（
明
・

陳
継
儒
撰
。『
寶
顔
堂
秘
笈　

長
松
茹
退
／
虎
薈
』
上
海
文
明
書
局
、
一
九
二
二
年
）
と
も
、
す
べ
て
同
様
で
あ
る
。

〔
六
〕　

 

是
天
配
合
食
之　
「
天
命
な
ど
の
た
め
に
、
虎
が
特
定
の
あ
る
人
間
を
食
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
は
、
虎
が
人
間
を
食
ら
う
話
の
常
套
文

句
で
あ
る
。
他
に
、
巻
四
二
六
「
峡
口
道
士
」（『
解
頥
録
』）
の
「
吾
合
食
汝
」、
巻
四
二
七
「
稽
胡
」（『
広
異
記
』）
の
「
合
爲
吾
食
」、
巻
四
二
九

「
張
逢
」（『
続
玄
怪
録
』）
の
「
當
得
福
州
鄭
錄
事
」
な
ど
。

〔
七
〕 　

愆　

あ
や
ま
つ
。
た
が
う
。

〔
八
〕 　

僧
令
登
一
樹
…
…
一
單
衣
投
之　

普
通
、「
令
」
は
「
～
さ
せ
た
」
を
意
味
し
、「
～
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
」
と
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、「
令
」

以
下
で
表
さ
れ
た
動
作
は
、
そ
の
ま
ま
命
じ
ら
れ
た
人
物
の
動
作
に
直
結
す
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
僧
が
「
令
」
し
た
後
、
書
記
官
が

あ
ら
た
め
て
そ
の
動
作
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
の
「
令
」
は
「
～
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
」
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
黄
晟
本
・
談
愷
本
・
許

自
昌
本
・
上
海
進
歩
書
局
石
印
本
も
同
じ
。
な
お
、『
虎
薈
』
で
は
、「
僧
曰
登
一
樹
以
帶
自
縛
…
…
」
と
、「
登
以
帶
自
縛
」
か
ら
「
我
以
衣
爲
禳
之

耳
」
ま
で
が
胡
僧
の
直
接
話
法
と
な
る
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。「
我
以
衣
爲
禳
之
耳
」
の
前
に
は
「
曰
」
等
の
語
句
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
ち
ら

の
方
が
適
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

〔
九
〕　

禳　

わ
ざ
わ
い
を
避
け
る
こ
と
。
本
来
は
、
わ
ざ
わ
い
を
避
け
る
た
め
の
祭
祀
の
意
。

〔
十
〕　

擘
撦　
「
擘
」、「
撦
」
と
も
「
裂
く
」
の
意
。

〔
十
一
〕　

原
化
記　

唐
代
の
文
言
小
説
集
。
南
宋
紹
興
年
間
編
『
秘
書
省
続
編
到
四
庫
闕
書
目
』
に
「
皇
甫
氏
撰
。
三
巻
」
と
記
さ
れ
る
。
原
書
は
失
わ

れ
、『
太
平
広
記
』
に
逸
文
六
十
余
篇
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
作
者
皇
甫
氏
に
つ
い
て
は
未
詳
。
逸
文
の
記
事
の
内
、
最
も
新
し
い
も
の
は
開
成
年
間
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（
八
三
六―

八
四
〇
）
の
こ
と
な
の
で
、
武
宗
期
（
八
四
一―

八
四
六
）
頃
の
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

『
太 
平
広
記
』巻
四
二
六
「
峡
口
道
士
」前
半
「
開
元
中
、峽
口
多
虎
～
執
斧
、

衣
皮
而
立
。」

 

担
当
：　

武　

井　

遥　

香　

︻
原
文
︼

開
元
中
、
峽
口
多
虎
、
往
來
舟
船
皆
被
傷
害
。
自
後
但
是
有
船
將
下
峽
之
時
、
卽
預
一
人
（
�
）
充
飼
虎
、
方
舉
船
無
患
。
不
然
、
則
船

中
被
害
（
�
）
者
衆
矣
。
自
此
成
例
。
船
留
二
人
（
�
）
上
岸
飼
虎
。
經
數
日
（
�
）、
其
後
有
一
船
、
内
皆
豪
强
。
數
内
有
二
人
（
�
）

單
窮
（
�
）、
被
衆
推
出
、
令
上
岸
飼
虎
。
其
人
自
度
力
不
能
拒
、
乃
爲
出
船
、
而
謂
諸
人
曰
、「
某
貧
窮
、
合
爲
諸
公
代
死
。
然
人
各
有
分

定
（
�
）。
茍
不
便
（
�
）
爲
其
所
害
、
某
别
有
懇
誠
（
�
）。
諸
公
能
允
許
否
（
�0
）。」
衆
人
聞
其
語
言
甚
切
、
爲
之
愴
然
。
而
問
曰
、

「
爾
有
何
事
。」
其
人
曰
、「
某
今
便
上
岸
、
尋
其
虎
踨
。
當
自
别
有
計
較
。
但
懇
爲
某
留
船
灘
下
。
至
日
午
時
、
若
不
來
、
卽
任
船
去
也
。」

衆
人
曰
、「
我
等
如
今
便
泊
船
灘
下
、
不
止
住
今
日
午
時
、
兼
爲
爾
留
宿
、
俟
明
日
若
不
來
、
船
卽
去
也
。」
言
訖
、
船
乃
下
灘
。
其
人
乃
執

一
長
柯
斧
、
便
上
岸
。
入
山
尋
虎
、
並
不
見
有
人
踨
、
但
見
虎
跡
而
已
。
林
木
深
邃
、
其
人
乃
見
一
路
。
虎
踨
甚
稠
、
乃
更
尋
之
、
至
一
山

隘
。
泥
極
甚
、
虎
踨
轉
多
。
更
行
半
里
、
卽
見
一
大
石
室
。
又
有
一
石
床
（
��
）。
見
一
道
士
在
石
床
上
（
��
）
而
熟
寐
。
架
上
有
一
張
虎

皮
。
其
人
意
是
變
虎
之
所
。
乃
躡
足
、
于
架
上
取
皮
。
執
斧
、
衣
皮
而
立
。

〔
一
〕

〔
一
〕

〔
二
〕

〔
二
〕

〔
三
〕

〔
三
〕

〔
四
〕

〔
四
〕



��

︻
校
勘
︼

（
�
）
卽
預
一
人　

孫
潜
校
本
で
は
「
預
」
を
「
預
備
」
に
作
る
と
い
う
。

（
�
）
被
害　

文
淵
閣
四
庫
全
書
本
は
「
害
」
を
「
患
」
に
作
る
。

（
�
）
二
人　

文
淵
閣
四
庫
全
書
本
は
「
二
」
を
「
一
」
に
作
る
。
孫
潜
校
本
も
「
一
」
に
作
る
と
い
う
。

（
�
）
數
日　

孫
潜
校
本
で
は
「
日
」
を
「
年
」
に
作
る
と
い
う
。

（
�
）
二
人　

文
淵
閣
四
庫
全
書
本
は
「
二
」
を
「
一
」
に
作
る
。

（
�
）
單
窮　

文
淵
閣
四
庫
全
書
本
は
「
窮
」
を
「
寒
」
に
作
る
。

（
�
）
分
定　

許
自
昌
本
・
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
は
「
分
定
」
を
「
定
分
」
に
作
る
。

（
�
）
茍
不
便　

文
淵
閣
四
庫
全
書
本
は
「
不
便
」
を
「
使
不
」
に
作
る
。

（
�
）
某
別
有
懇
誠　

孫
潜
校
本
で
は
「
誠
」
字
を
欠
く
と
い
う
。

（
�0
）
諸
公
能
允
許
否　

黄
晟
本
・
上
海
進
歩
書
局
石
印
本
は
「
請
諸
公
能
允
許
否
」
に
作
る
。

（
��
）
石
床　

黄
晟
本
・
上
海
進
歩
書
局
石
印
本
・
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
は
「
床
」
を
「
牀
」
に
作
る
。

（
��
）
石
床
上　

黄
晟
本
・
上
海
進
歩
書
局
石
印
本
・
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
は
「
床
」
を
「
牀
」
に
作
る
。

（
以
上
の
孫
潜
校
本
異
文
は
、
張
国
風
『《
太
平
広
記
》
版
本
考
述
』
附
録
「
孫
校
本
異
文
選
粋
」
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。）

︻
書
き
下
し
︼

開
元
中
、
峽
口
に
虎
多
し
。
往
來
の
舟
船
皆
な
傷
害
を
被
る
。
自
後
但お

よ
そ是

船
有
り
て
將
に
峽
を
下
ら
ん
と
す
る
の
時
、
卽
ち
一
人
を
預

あ
ら
か
じ

め
し
て
虎
に
飼く

ら
わ
す
に
充
つ
れ
ば
、
方は

じ

め
て
船
を
舉
げ
て
患
い
無
し
。
然
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
船
中
に
害
を
被
る
者
衆
し
。
此
れ
自
り
例
と

成
る
。
船
二
人
を
留
め
て
岸
に
上
が
ら
し
め
虎
に
飼
ら
わ
す
。
經
る
こ
と
數
日
、
其
の
後
一
船
有
り
、
内 

皆
な
豪
强
た
り
。
數そ

の
う
ち内

二
人
單
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窮
た
る
有
り
て
、
衆
に
推
し
出
だ
せ
ら
れ
、
岸
に
上
が
り
て
飼
虎
せ
し
め
ら
る
。
其
の
人
自
ら
力
拒
む
能
わ
ざ
る
を
度
り
て
、
乃
ち
船
を
出

で
ん
と
し
、
而
し
て
諸
人
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
某 

貧
窮
に
し
て
、
合
に
諸
公
の
爲
に
代
は
り
て
死
す
べ
し
。
然
る
に
人
は
各
の
分
定
有
り
。

茍
し
便
ち
に
其
の
害
す
る
所
と
爲
ら
ざ
れ
ば
、
某 

别
に
懇
誠
有
り
。
諸
公
能
く
允
許
す
る
や
否
や
」
と
。
衆
人
其
の
語
言
の
甚
だ
切
な
る

を
聞
き
、
之
の
爲
に
愴
然
た
り
。
而
し
て
問
ひ
て
曰
く
、「
爾 

何
事
か
有
る
」
と
。
其
の
人
曰
く
、「
某 

今
便
ち
岸
に
上
が
り
、
其
の
虎
踨

を
尋
ね
ん
。
當
に
自
ら
别
に
計
較
有
る
べ
し
。
但
だ
某
の
爲
に
船
を
灘
下
に
留
む
る
を
懇も

と

む
る
の
み
。
日
午
の
時
に
至
り
て
、
若
し
來
た
ら

ざ
れ
ば
、
卽
ち
船
に
任
せ
て
去
る
な
り
」
と
。
衆
人
曰
く
、「
我
等
如
今
便
ち
船
を
灘
下
に
泊
む
る
に
、
止
だ
今
日
の
午
時
に
住
ま
る
の
み

な
ら
ず
、
兼
ね
て
爾
の
爲
に
留
宿
し
、
明
日
を
俟
ち
て
若
し
來
た
ら
ざ
れ
ば
、
船
即
ち
去
る
な
り
」
と
。
言 

訖を

は
り
て
、
船
乃
ち
灘
に
下

る
。
其
の
人
乃
ち
一
つ
の
長
柯
斧
を
執
り
、
便
ち
岸
に
上
が
る
。
山
に
入
り
て
虎
を
尋
ぬ
る
に
、
並
び
に
人
踨
有
る
を
見
ず
、
但
だ
虎
跡
を

見
る
の
み
。
林
木
深
邃
、
其
の
人
乃
ち
一
路
を
見
る
。
虎
踨
甚
だ
稠
し
。
乃
ち
更
に
之
を
尋
ぬ
る
に
、
一
山
隘
に
至
る
。
泥ぬ

か

る
む
こ
と
極
め

て
甚
し
く
、
虎
踨
轉
た
多
し
。
更
に
行
く
こ
と
半
里
、
卽
ち
一
大
石
室
を
見
る
。
又
た
一
石
床
有
り
。
一
道
士
の
石
床
の
上
に
在
り
て
熟
寐

す
る
を
見
る
。
架
上
に
一
張
の
虎
皮
有
り
。
其
の
人
意お

も

へ
ら
く
是
れ
虎
に
變
ず
る
の
所
な
り
と
。
乃
ち
躡
足
し
、
架
上
に
皮
を
取
る
。
斧
を

執
り
、
皮
を
衣き

て
立
つ
。

︻
現
代
語
訳
︼

開
元
年
間
の
こ
と
、
峽
口
に
は
多
く
の
虎
が
い
て
、
行
き
来
す
る
船
は
ど
れ
も
被
害
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
後
峡
を
下
ろ
う
と
す
る
船
は

み
な
、
人
一
人
を
用
意
し
て
虎
に
食
わ
せ
れ
ば
、
よ
う
や
く
船
中
み
な
被
害
は
な
い
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
船
で
害
に
あ
う
者

が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
こ
の
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
た
。
船
は
二
人
を
留
め
置
い
て
岸
に
上
が
ら
せ
虎
に
食
わ
せ
た
。
数
日
た
っ

て
、
そ
の
後
一
隻
の
船
が
来
た
。
中
に
乗
っ
て
い
た
の
は
み
な
権
勢
が
あ
っ
て
横
暴
な
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
二
人
身
寄
り
も
な
く
貧

し
い
者
が
い
て
、
人
々
に
選
び
出
さ
れ
、
上
陸
さ
せ
ら
れ
虎
に
食
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
人
は
自
分
に
は
拒
む
こ
と
が
で
き
な
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い
と
考
え
、
そ
こ
で
船
を
出
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
人
々
に
こ
う
言
っ
た
。「
私
は
貧
し
く
困
窮
し
て
い
る
た
め
、
あ
な
た
方
の
代
わ
り

に
死
な
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
に
は
み
な
定
め
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
も
し
す
ぐ
さ
ま
虎
に
殺
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
、

別
に
お
願
い
が
あ
る
の
で
す
が
、
あ
な
た
方
は
そ
れ
を
許
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
か
。」
人
々
は
彼
の
言
葉
に
差
し
迫
っ
た
も
の
が
あ
る
の
を

聞
き
、
心
を
痛
め
た
。
そ
こ
で
「
あ
な
た
に
は
ど
の
よ
う
な
頼
み
が
あ
る
の
か
」
と
尋
ね
た
。
そ
の
人
が
言
う
に
は
、「
私
は
こ
れ
か
ら
岸

に
上
が
り
、
虎
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。
私
に
は
別
に
策
も
浮
か
ん
で
く
る
で
し
ょ
う
。（
あ
な
た
方
に
は
）
た
だ
私
の
た
め
に
船
を
浅
瀬

の
あ
た
り
に
留
め
て
お
く
よ
う
お
願
い
す
る
だ
け
で
す
。
正
午
の
時
に
な
っ
て
も
、
も
し
も
私
が
も
ど
っ
て
来
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
船
に
任

せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
。
人
々
が
言
う
に
は
、「
我
々
は
今
船
を
浅
瀬
の
あ
た
り
に
と
ど
め
よ
う
。
た
だ
今
日
の
正
午
ま
で
留
め
て
お

く
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
あ
な
た
の
た
め
に
一
夜
を
過
ご
そ
う
。
明
日
に
な
っ
て
も
し
あ
な
た
が
来
な
け
れ
ば
、
そ
こ
で
船
を
出
す
こ
と

に
し
よ
う
」
と
。
話
は
終
わ
り
、
船
は
浅
瀬
へ
と
下
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
人
は
そ
こ
で
一
本
の
長
い
柄
の
斧
を
手
に
岸
に
上
が
っ
た
。
山
に

入
り
虎
を
探
し
た
が
、
人
の
痕
跡
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
た
だ
虎
の
足
跡
を
見
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
樹
木
の
鬱
蒼
と
茂
る
中
に
、
そ
の
人
は

よ
う
や
く
道
を
ひ
と
つ
見
つ
け
た
。
虎
の
足
跡
が
び
っ
し
り
と
つ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
山
間
の
道
に
出
た
。
ぬ

か
る
み
が
ひ
ど
く
、
虎
の
足
跡
は
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
半
里
進
む
と
、
大
き
な
洞
窟
を
見
つ
け
た
。
石
の
寝
台
が
一
つ
あ
る
。

一
人
の
道
士
が
石
の
寝
台
の
上
で
ぐ
っ
す
り
と
寝
て
い
た
。
衣
桁
に
虎
の
皮
が
一
枚
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
人
は
こ
こ
が
虎
に
変
わ
る
と
こ

ろ
だ
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
忍
び
足
を
し
て
、
衣
桁
か
ら
皮
を
取
り
斧
を
手
に
持
ち
、
虎
の
皮
を
着
て
立
っ
た
。

注〔
一
〕　

底
本
で
は
二
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
の
文
や
そ
の
後
の
話
で
も
虎
に
食
わ
せ
る
た
め
に
用
意
さ
れ
て
い
る
の
は
一
人
で
あ
り
、
一
人
と
す
る
ほ

う
が
適
切
で
あ
る
。

〔
二
〕 　

い
つ
を
起
点
と
し
て
数
日
経
っ
た
の
か
判
然
と
せ
ず
、
こ
の
部
分
の
物
語
的
な
意
味
も
明
確
で
は
な
い
。
何
か
欠
落
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
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詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。『
虎
薈
』
及
び
孫
潜
校
本
で
は
「
数
年
」
に
作
る
。

〔
三
〕 　

注
一
に
同
じ
。

〔
四
〕 　
「
躡
足
」
は
古
典
語
で
足
を
「
踏
む
」
の
意
。『
漢
辞
海
』
に
よ
れ
ば
、「
足
音
を
し
の
ば
せ
る
」
の
意
に
な
る
の
は
元
明
以
降
で
あ
る
と
い
う
。
小

説
に
は
口
語
的
な
語
彙
が
使
わ
れ
る
一
つ
の
例
か
。

『
太 

平
広
記
』
巻
四
二
六
「
峡
口
道
士
」
後
半
「
道
士
忽
驚
覚
～
自
當
歸

天
去
矣
。」

 

担
当
：　

鈴　

木　

政　

光　

︻
原
文
︼

道
士
忽
驚
覚
。
已
失
架
上
虎
皮
。
乃
曰
、「
吾
合
食
汝
。
汝
何
竊
吾
（
�
）
皮
。」
其
人
曰
、「
我
合
食
爾
。
爾
何
反
有
是
言
。」
二
人
爭
競
、

移
時
不
已
。
道
士
詞
屈
、
乃
曰
、「
吾
有
罪
于
上
帝
、
被
謫
在
（
�
）
此
爲
虎
、
合
（
�
）
食
一
千
人
。
吾
（
�
）
今
已
食
九
百
九
十
九
人
、

唯
欠
汝
一
人
。
其
數
當
足
、
吾
（
�
）
今
不
幸
、
爲
汝
竊
皮
。
若
不
歸
、
吾
必
須
別
更
爲
虎
、
又
食
一
千
人
矣
。
今
有
一
計
。
吾
（
�
）
與

汝
倶
獲
兩
全
。
可
乎
。」
其
人
曰
。「
可
也
。」
道
士
曰
。「
汝
今
但
執
皮
還
船
中
。
剪
髪
及
鬚
鬢
少
許
、
剪
指
爪
甲
。
兼
頭
面
脚
手
及
身
上
、

各
瀝
少
血
二
三
（
�
）
升
、
以
故
衣
三
兩
事
裹
之
。
待
吾
到
（
�
）
岸
上
（
�
）、
汝
可
抛
皮
與
吾
（
�
）。
吾
（
�
）
取
披
（
�
）
已
、
化

爲
虎
、
卽
將
此
物
抛
與
。
吾
（
�
）
取
而
食
之
、
卽
與
汝
無
異
也
（
�
）。」
其
人
遂
披
皮
（
�
）
執
斧
而
歸
。
船
中
諸
人
驚
訝
。
而
（
�0
）

備
述
其
由
。
遂
於
船
中
、
依
虎
所
教
待
之
。
遲
明
、
道
士
已
在
岸
上
。
遂
抛
皮
與
之
。
道
士
取
皮
衣
振
迅
。
俄
變
成
虎
、
哮
吼
跳
躑
（
��
）。

〔
一
〕

〔
一
〕

〔
二
〕

〔
二
〕

〔
三
〕

〔
三
〕

〔
四
〕

〔
四
〕

〔
五
〕

〔
五
〕

〔
六
〕

〔
六
〕

〔
七
〕

〔
七
〕
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又
抛
衣
與
虎
、
乃
嚙
食
（
��
）
而
去
。
自
後
更
不
聞
有
虎
傷
人
。
衆
言
食
人
數
足
、
自
當
歸
天
去
矣
。　

出
解
頤
録
。

︻
校
勘
︼

（
�
）
許
自
昌
本
で
は
「
吾
」
を
「
我
」
に
作
る
。
以
下
、（
�
）
を
付
し
た
道
士
の
一
人
称
「
吾
」
は
許
自
昌
本
で
は
「
我
」
で
あ
る
。

（
�
）
許
自
昌
本
で
は
「
在
」
を
「
于
」
に
作
る
。

（
�
）
許
自
昌
本
・
黄
晟
本
・
上
海
進
歩
書
局
石
印
本
・
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
で
は
「
合
」
を
「
令
」
に
作
る
。

（
�
）
許
自
本
で
は
「
二
三
」
を
「
三
四
」
に
作
る
。

（
�
）
孫
潛
校
本
で
は
「
到
」
を
「
過
」
に
作
る
と
い
う
。

（
�
）
許
自
昌
本
で
は
「
岸
」
を
「
山
」
に
作
る
。

（
�
）
孫
潜
校
本
で
は
「
披
」
を
「
皮
」
に
作
る
と
い
う
。

（
�
）
陳
鱣
校
宋
本
で
は
、「
卽
與
汝
無
異
也
」
を
「
卽
與
食
汝
無
異
也
」
と
作
る
。

（
�
）
許
自
昌
本
で
は
「
皮
」
を
「
衣
」
に
作
る
。

（
�0
）
孫
潜
校
本
で
は
「
而
」
を
「
乃
」
に
作
る
と
い
う
。

（
��
）
上
海
進
歩
書
局
石
印
本
で
は
「
躑
」
を
「
蹲
」
に
作
る
。

（
��
）
許
自
昌
本
で
は
「
食
」
を
「
衣
」
に
作
る
。

（
以
上
の
孫
潜
校
本
異
文
は
、
張
国
風
『《
太
平
広
記
》
版
本
考
述
』
附
録
「
孫
校
本
異
文
選
粋
」
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。）

︻
書
き
下
し
︼

道
士 

忽
ち
驚
覚
す
。
已
に
架
上
の
虎
皮
を
失
ふ
。
乃
ち
曰
く
、「
吾 

合
に
汝
を
食
ら
ふ
べ
き
に
、
汝 

何
ぞ
吾
が
皮
を
竊ぬ

す

む
る
や
」
と
。

〔
八
〕

〔
八
〕

〔
九
〕

〔
九
〕
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其
の
人
曰
く
、「
我 

合
に
爾
を
食
ら
ふ
べ
き
に
、
爾 

何
ぞ
反
っ
て
是
の
言
有
る
や
」
と
。
二
人
爭
競
し
、
時
を
移
し
て
已
ま
ず
。
道
士 

詞

屈
し
て
、
乃
ち
曰
く
、「
吾 

上
帝
に
罪
有
り
。
謫
せ
ら
れ
て
此
に
在
り
て
虎
と
爲
り
、
合
に
一
千
人
を
食
ら
ふ
べ
し
。
吾 

今
已
に

九
百
九
十
九
人
を
食
ら
ひ
、
唯
だ
汝
一
人
を
欠
く
。
其
の
數 

當
に
足
る
べ
き
に
、
吾 

今
不
幸
に
し
て
、
汝
に
皮
を
竊
ま
る
。
若
し
歸
さ
ず

ん
ば
、
吾 
必
ず
須
べ
か
ら
く
別
に
更
に
虎
と
爲
り
、
又
一
千
人
を
食
ら
ふ
べ
し
。
今
一
計
有
り
。
吾
と
汝
と
倶
に
兩
つ
な
が
ら
全
き
を
獲

ん
。
可
な
る
や
」
と
。
其
の
人
曰
く
、「
可
な
り
」
と
。
道
士
曰
く
、「
汝 

今
但
だ
皮
を
執
り
て
船
中
に
還
れ
。
髪
及
び
鬚
鬢
少
許
を
剪
り
、

指
の
爪
甲
を
剪
れ
。
兼
ね
て
頭
面
脚
手
及
び
身
上
、
各 

少
血
二
三
升
を
瀝

し
た
たら

せ
、
故
衣
三
兩
事
を
以
っ
て
之
を
裹つ

つ

め
。
吾
の
岸
上
に
到
る

を
待
ち
、
汝 

皮
を
抛
ち
吾
に
與
ふ
べ
し
。
吾 

取
り
て
披き

已を
は

り
、
化
し
て
虎
と
爲
れ
ば
、
卽
ち
此
物
を
將も

っ

て
抛
ち
與
へ
よ
。
吾
取
り
て
之
を

食
ら
は
ば
、
卽
ち
汝
と
異
な
る
無
き
な
り
。」
と
。
其
の
人
遂
に
皮
を
披
て
斧
を
執
り
て
歸
る
。
船
中
の
諸
人 

驚
訝
す
。
而
し
て
備つ

ぶ

さ
に
其

の
由
を
述
ぶ
。
遂
に
船
中
に
於
ひ
て
、
虎
の
教
ふ
る
所
に
依
り
て
之
を
待
つ
。
遲
明
、
道
士 

已
に
岸
上
に
在
り
。
遂
に
皮
を
抛
ち
之
に
與

ふ
る
に
、
道
士 

皮
を
取
り
て
衣
て
振
迅
す
。
俄
か
に
變
じ
て
虎
と
成
り
、
哮
吼
跳
躑
す
。
又
た
衣
を
抛
ち
虎
に
與
ふ
る
に
、
乃
ち
嚙
食
し

て
去
る
。
自
後 

更
に
虎
の
人
を
傷
つ
く
る
こ
と
有
る
を
聞
か
ず
。
衆
は
言
ふ
、
人
を
食
ら
ひ
て
數
足
り
、
自
ら
當
に
天
に
歸
り
て
去
る
べ

し
と
。　

解
頤
録
に
出
づ
。

︻
現
代
語
訳
︼

道
士
が
ハ
ッ
と
目
を
覚
ま
し
た
。
棚
の
上
の
皮
は
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
る
。
道
士
は
言
っ
た
、「
わ
し
が
お
前
を
食
ら
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
に
、
な
ぜ
お
前
は
わ
し
の
皮
を
盗
む
の
か
」。
そ
の
人
は
言
っ
た
、「
わ
し
こ
そ
お
前
を
食
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う

し
て
お
前
は
逆
に
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
ん
だ
」。
こ
う
し
て
二
人
は
言
い
争
い
、
し
ば
ら
く
経
っ
て
も
お
さ
ま
ら
な
い
。
道
士
は
言
葉
に
つ

ま
り
、
そ
こ
で
言
っ
た
。「
わ
し
は
天
帝
に
罪
を
犯
し
た
た
め
に
、
こ
の
地
に
流
さ
れ
て
虎
と
化
し
、
一
千
人
を
食
ら
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の

じ
ゃ
。
今
ま
で
に
九
百
九
十
九
人
を
食
ら
い
、
た
だ
お
前
一
人
だ
け
を
欠
い
て
い
る
。
一
千
の
数
は
今
に
も
足
り
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、



�0

わ
し
は
今
不
幸
に
も
お
前
に
皮
を
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
も
し
返
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
わ
し
は
ま
た
も
う
一
度
虎
と
化
し
、
再
び
一
千
人

を
食
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
今
、
わ
し
に
は
一
計
が
あ
る
。
わ
し
と
お
前
と
二
人
と
も
こ
の
身
を
ま
っ
と
う
で
き
る
の
じ
ゃ
が
、
ど
う

じ
ゃ
」。
そ
の
人
は
言
っ
た
、「
い
い
だ
ろ
う
」。
道
士
は
言
っ
た
、「
お
前
は
、
今
は
た
だ
皮
を
持
っ
て
船
に
帰
れ
。
そ
し
て
髪
と
あ
ご
ひ
げ
、

鬢
の
毛
を
少
し
切
り
、
指
の
爪
を
切
れ
。
頭
、
顔
、
脚
、
手
、
さ
ら
に
胴
体
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
血
を
二
三
升
ほ
ど
垂
ら
し
、
古
着
数
枚
で
こ
れ

を
包
む
の
じ
ゃ
。
わ
し
が
岸
の
上
に
着
く
の
を
待
ち
、
お
前
は
わ
し
に
皮
を
投
げ
て
よ
こ
し
な
さ
い
。
わ
し
が
受
け
取
っ
て
身
に
ま
と
い
、

化
し
て
虎
と
な
っ
た
ら
、
古
着
の
包
み
を
す
ぐ
さ
ま
わ
し
に
投
げ
与
え
よ
。
取
っ
て
こ
れ
を
食
ら
え
ば
、
お
前
と
異
な
る
こ
と
は
な
い
」。

そ
う
し
て
、
そ
の
人
は
皮
を
身
に
つ
け
斧
を
手
に
、
船
に
帰
っ
た
。
船
中
の
人
々
は
（
そ
の
人
の
姿
を
見
て
）
驚
き
か
つ
怪
訝
に
思
っ
た
。

そ
こ
で
こ
こ
に
到
る
事
情
を
詳
し
く
説
明
し
た
。
そ
し
て
船
中
で
虎
の
教
え
て
く
れ
た
と
お
り
に
し
て
道
士
を
待
っ
た
。
夜
明
け
頃
、
道
士

は
す
で
に
岸
に
来
て
い
た
。
そ
こ
で
虎
皮
を
投
げ
与
え
る
と
、
道
士
は
皮
を
受
け
取
っ
て
か
ぶ
り
全
身
を
ふ
る
わ
せ
た
。
す
る
と
道
士
は
た

ち
ま
ち
虎
と
化
し
、
咆
哮
し
飛
び
上
が
っ
た
。
次
に
古
着
を
虎
に
投
げ
与
え
る
と
、
虎
は
噛
み
千
切
っ
て
食
ら
い
去
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、

虎
が
人
を
害
す
る
と
い
う
話
は
全
く
聞
か
な
く
な
っ
た
。
人
々
は
言
っ
た
、「
人
を
食
べ
て
数
が
一
千
に
達
し
た
の
だ
か
ら
、
自
然
と
天
に

帰
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
。　

出
典
は
『
解
頤
録
』
で
あ
る
。　

注〔
一
〕 　

こ
っ
そ
り
と
奪
い
取
る
。

〔
二
〕 　
「
鬚
」
は
顎
の
下
の
ひ
げ
、
あ
ご
ひ
げ
。「
鬢
」
は
頬
の
ひ
げ
か
ら
髪
に
連
な
る
部
分
の
毛
。

〔
三
〕 　
「
兼
」
は
同
時
に
併
せ
持
つ
こ
と
、
同
時
に
い
く
つ
か
の
事
柄
に
及
ぶ
こ
と
を
表
し
、
こ
こ
で
は
後
者
の
意
。

〔
四
〕　

一
升
は
、
魏
晋
以
前
で
は
約
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
隋
唐
五
代
で
は
約
六
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
。「
頭
面
脚
手
及
身
上
」
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
二
、三
升

の
血
を
流
す
と
は
考
え
に
く
い
が
、
こ
こ
で
は
少
量
を
表
す
概
数
か
。
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〔
五
〕　
「
三
兩
」
は
少
量
を
表
す
約
数
。「
事
」
は
量
詞
で
「
件
」
と
同
じ
。

〔
六
〕　

陳
鱣
校
宋
本
に
従
え
ば
「
卽
ち
汝
を
食
ら
ふ
と
異
な
る
な
き
な
り
」
と
訓
じ
る
。
文
章
の
構
造
と
し
て
は
「
食
之
」
と
「
食
汝
」
が
「
與
」
を
介

し
て
対
に
な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
方
が
優
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
校
勘
は
張
國
風
『
太
平
廣
記
版
本
校
述
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四

年
）
に
依
っ
て
お
り
、
本
文
は
未
見
（
北
京
市
国
家
図
書
館
蔵
）。

〔
七
〕　
「
跳
躑
」
で
上
下
に
跳
躍
す
る
の
意
。

〔
八
〕　
「
當
」
は
こ
こ
で
は
推
定
（
き
っ
と
～
だ
ろ
う
）
の
意
。

〔
九
〕　

唐
代
の
文
言
小
説
集
。『
新
唐
書
・
芸
文
志
』
小
説
家
類
に
『
会
昌
解
頤
』
四
巻
と
あ
る
。
散
逸
。『
太
平
広
記
』
に
は
、「
解
頤
録
」
の
ほ
か
、

「
会
昌
解
頤
」「
会
昌
解
頤
録
」
か
ら
の
引
用
が
、
あ
わ
せ
て
十
二
条
あ
る
。
武
宗
の
会
昌
年
間
（
八
四
一
～
八
四
六
）
の
撰
と
考
え
ら
れ
る
が
、
撰

者
は
不
明
。


